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0～14歳 439人 (+1)

15～64歳 2, 075人 (-4)

65歳～ 1,810人 (-4)

合計 4,324人 (-7)
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弥栄市民局ニュース No.75

＜お願い＞ 地域の話題を募集しています。地域行事やサロン、学校ニュース等、いやさか通信に掲載を希望される方は、弥栄市民局へご連絡ください。
（紙面の都合で全ての掲載ができないことがありますことをご了承ください m(_ _）m ）

和田野区新年互例会の開催

１月１日（木）、和田野区集会施設で、約６０名が集まり、春日神社の大槻宮司を
招いて互例会が行われました。
この日は、子どもからお年寄りまで、幅広い世代が集まり、それぞれに新年の挨拶を
交わし、懇親を深めました。会の中では、地区の目標を確認し、最後に参加者全員
の健康と幸せを祈念して、万歳三唱で締めくくりました。

どんど焼きは、ウェザーニュースによると、
平安時代から室町時代頃にかけて行われたのが
始まりのようです（諸説あり）。元々は中国で
小正月（１月１５日頃）に爆竹を杖にぶら下げ
て鳴らしていた風習になぞらえて、杖に扇を吊
るして燃やす祭事に発展したと言われています。
現在では、お正月に使用したしめ縄や飾り物、
前年にいただいたお札やお守りを燃やすことで
穢れを祓うことができると信じられています。
そして、この煙や火の粉に神様が宿り、無病息
災、家内安全、五穀豊穣を願うと叶うとされて
います。地域によっては、餅や団子を焼いたり、
スルメやサツマイモを焼いて食べるところもあ
るようです。
吉野地区では１月１２日（月）に井辺区は１

月１４日（水）にそれぞれ行われ、地域の方々
が持ってこられたしめ縄やお札、お守り、書初
めなどを燃やして無病息災、家内安全、五穀豊
穣を願いました。

穢れが祓われ願いが叶う「どんど焼き」
けが はら
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いやさか通信の
バックナンバーはこちら

防災行政無線機の調子はいかがですか？

最近、次のような連絡を多くいただいています。

〇 放送が聞こえなくなった
〇 ピーピー音が鳴って止まらない
〇 雑音が多くて放送が聞き取れない など

そんなときは次の手順をお試しください。

① 無線機の電源を入れ直す
一時的な接続不良が改善される場合があります。

② 無線機を置く場所を変える
周囲の障害物や他の電子機器の影響で音質が悪化することがあります。
特に金属製の家具や大きな機器の近くでは、電波干渉が発生することがあります。

③ 定時放送が正常に流れるか確認する
１１時と１７時に時報、１５時にラジオ体操が流れます。

もし、この手順を試しても放送が聞こえなかったり、雑音や途切れが多く聞
こえにくい場合は、無線機自体が故障しているかもしれません。
弥栄市民局（☎６９－０７１５）までご連絡ください。市が委託している業

者に連絡し、無線機の修理や交換を行います。

※１世帯毎に申請により無料で貸し出している無線機が対象です。
※貸し出しではなく購入した無線機の修理や交換に係る費用は自己負担とな
ります。ご自身で業者へ修理等を依頼してください。

点灯から１か月が過ぎました。今年のイルミネー
ションはいかがでしょうか？
制作過程では電飾を型通りにはめると光が分散し

てぼやけてしまうため、光をきれいな線にするのに
苦労しました。また、特定の色の電飾が足りなくな
り、透明の電飾に色付けしたラップを巻き付けて光
の色を変える作業も行いました。
様々な苦労がありましたが、見る人々の心を和ま

せることができていれば大成功です。
２月末まで点灯を予定していますので、まだご覧

になっていない方はぜひご覧ください。
設置にご協力いただいた、弥栄町区長連絡協議会

三役の吉澤区長梅田さん、溝谷区長上田さん、黒部
区長垣中さんと堤区長坪倉さん、井辺区長藤原さん、
ありがとうございました。

水辺公園のイルミネーション


